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Observation of activity of meteor streams provide important information on evolusions of small bodies such as commets and 
asteroids in the solar system. However, most of meteor observations have been carried out in the northern hemisphere, and 
therefore observations of the activities of both stream and sporadic meteors in the southern hemisphere in the celestial sphere 
are very limited. The goal of this study is to clarify such meteor activities in the southern hemisphere by continuous optical 







な観測を実施するものである。観測機材には、ワッテック社の小型高感度 CCD ビデオカメラ（WAT-902H2U）に 6mm F0.8
のレンズ（視野：56 度×43 度）を装着したもの 2 台で実施する。ビデオカメラからの動画（NTSC）は、ビデオキャプチャーボ
ードによりパソコンに取り込み（予備システムではビデオをデジタルに変化して IEEE1394 インターフェイスでパソコンに取り
込む）、観測用ソフト（UFOCaptureV2：SonotaCo 氏作）によりリアルタイム処理により流星を検出してハードディスクに画像デ
ータを記録する。これらの一連の操作（観測）は、基本的には自動的に実施される。解析用ソフト（UFOAnalyzer：SonotaCo
氏作）を用いて記録された画像（動画・静止画）から流星の位置・光度を（フレーム単位）で測定する。測定された流星から解
析ソフトにより流星群の活動を調査する。解析は観測機材が帰国後に実施する予定である。我々の観測から、これまで活動
プロフィールが不明確な既知の流星群の活動を把握することのみならず、未知の流星群の活動を捉えることも期待できる。 
 
 
 
図１ システムのブロック図 
